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2023ポスター

								         						                      

				2023新規　配信コンテンツ    ※新規コンテンツは収録後、配信追加していきます。 シンキ ハイシン

				1		2023年度卒後教育講座 ネンド ソツゴ キョウイク コウザ		脳卒中診療における薬物療法		12				健康管理を担う薬剤師のための漢方講座

				2				オンライン服薬指導とファーマシューティカルコミュニケーション フクヤク シドウ		13		2023年度漢方講座 ネンド カンポウ コウザ		眼科領域における漢方の役割～緑内障・ドライアイ・眼底出血を中心に～ ガンテイ シュッケツ

				3				心不全患者の包括的管理		14				セルフメディケーション領域の漢方 －排尿異常－

				4				臨床推論の考え方、活かし方 リンショウ スイロン カンガ カタ イ カタ		15				認知機能の維持・改善に有効な生薬・漢方薬について

				5				～あなたが職場で倒れたら～確実な急変対応を共有しよう！		16				効かせる漢方（女性のQOLを高めるために）（2） キ カンポウ ジョセイ タカ

				6				脳死患者の臓器提供を見据えた全身管理 ノウシ カンジャ ゾウキ テイキョウ ミス ゼンシン カンリ		17				セルフメディケーション領域の漢方 －胃腸障害①（食欲不振・胸焼け）－

				7				2型糖尿病における薬物療法		18				生薬の選品と鑑別(4)

				8				ビッグデータを活用した医療薬学研究		19				フレイル・サルコペニアと循環器領域の漢方

				9				医療用添付文書の活用～IFやRMP、審査報告書でしか分からないこととは～		20				セルフメディケーション領域の漢方 －胃腸障害②（胃痛・腹痛）－

				10				医療DXと薬剤師の業務 イリョウ ヤクザイシ ギョウム		21				知っておきたい漢方配合生薬 (その3)

				11				セルフメディケーション領域の漢方 －めまい－		22				本音で語る！アトピー性皮膚炎治療における漢方の実力・臨床力・癒し力 チカラ



				2022配信コンテンツ ハイシン

				23		2022年度卒後教育講座 ネンド ソツゴ キョウイク コウザ		皮膚の痒みの臨床		36				【特別講演】漢方の改革者　細野史郎先生を語る トクベツ コウエン

				24				痒みの発生メカニズムと薬物治療 ヤクブツ チリョウ		37		2022年度漢方講座		【基礎】セルフメディケーション領域の漢方―便秘―

				25				認知症患者の診療と地域生活の支援		38				【薬物】薬局・薬剤師の為の分かり易い漢方
    『山本巌流一貫堂漢方医学』（１）感冒：風邪とは？（２）頭痛・目眩

				26				出生前検査とダウン症候群 ショウコウグン		39				【臨床】心療内科領域での漢方治療ー柴胡剤を中心に－

				27				ダウン症治療法確立を目指したモデルマウスを用いた基礎研究		40				【基礎】セルフメディケーション領域の漢方―下痢―

				28				地域連携における薬剤師の役割 チイキ レンケイ ヤクザイシ ヤクワリ		41				【薬物】「漢方薬・生薬に関する最近の話題」

				29				亜鉛欠乏と腸疾患		42				【臨床】効かせる漢方（女性のQOLを高めるために）

				30				亜鉛の働きと亜鉛欠乏による諸相		43				【基礎】セルフメディケーション領域の漢方―むくみ―

				31				知っておきたい！高齢者の口腔と「食べる力」の変化～薬剤師としてのアプローチ～		44				【薬物】知っておきたい漢方配合生薬 （その2）

				32		京都漢方研究会 キョウト カンポウ ケンキュウ カイ		【臨床】腎臓内科領域における漢方の役割 ジンゾウ ナイカ リョウイキ カンポウ ヤクワリ		45				【臨床】漢方の病理学  気血水の考え方2022

				33				 【特別講演】難治性水滞関連疾患に対する山本巖医学の応用
    ～明日から役立つ利水剤の先進医学的な使い方について		46				【基礎】セルフメディケーション領域の漢方―冷え―

				34				【特別講演】日本漢方の独自性		47				【薬物】生薬の選品と鑑別（3） ショウヤク セン ヒン カンベツ

				35				【臨床】漢方薬局での店頭経験～生津薬を用いた症例を中心に～ カンポウ ヤッキョク テントウ ケイケン セイ ツ ヤク モチ ショウレイ チュウシン		48				【臨床】漢方薬でサポートするこれからの循環器診療 カン カタ ヤク ジュンカンキ シンリョウ
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